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Ⅰ 令和２年度の業務実績評価について 

 

 長岡市公立大学法人評価委員会は、「公立大学法人長岡造形大学 各事業年度の業務実績

評価（年度評価）実施要領」に基づき、公立大学法人長岡造形大学（以下、「法人」という。）

の令和２年度における業務の実績に関する評価を行った。 

 令和２年度から令和７年度までの第２期中期計画の初年度業務実績の評価に当たり、全体

に関わる特殊事情として、令和元年度終盤から始まった新型コロナウイルス感染症のまん延

がもたらしているコロナ禍の様態を考慮する必要がある。 

 長岡造形大学としては、その対応に全学をあげて取り組むために、危機管理対策本部を設

置し、国県市からの公的な要請そして社会や産業界の動向を踏まえながら、学生、教職員の

感染防止・抑制を最優先と位置づけ、教育、研究、地域貢献そして業務運営等のすべての領

域において、従来と異なる方策を含めて、柔軟かつ大胆に業務展開されたことに留意した評

価を行ったところである。 

 

１ 評価に関する基本的な考え方 

(1) 評価は、教育研究の特性、自主性、自律性に配慮しつつ、法人の継続的な質的向上 

に資するものとする。 

(2) 評価は、中期目標・中期計画の達成状況を踏まえ、法人の業務実績全体について総合的に 

行う。 

(3) 評価は、一連の過程を通じて、法人の状況を分かりやすく示し、社会への説明責任 

を果たすものとする。 

(4) 評価は、法人が自主的に行う組織・業務全般の見直しや次期の中期目標・中期計画 

の検討に資するものとする。 

(5) 評価にかかる業務が法人の過度の負担とならないように留意する。 

(6) 評価の仕組みについては、必要に応じて工夫・改善を行う。 

 

２ 評価方法 

業務実績評価は、「全体評価」、「大項目別評価」、「事業単位・指標単位評価」によ

り行った。 

・全体評価 
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大項目別評価及び事業単位・指標単位評価の結果を踏まえ、法人の中期目標の達成に

向けた中期計画全体の進捗状況を総合的に勘案して評価を行った。 

・大項目別評価 

事業単位・指標単位評価の結果を踏まえ、４つの大項目ごとに、中期計画の進捗状況

について評価を行った。 

・事業単位・指標単位評価 

年度計画に記載された事項ごと（事業単位）及び評価指標ごと（指標単位）の実施状

況または達成状況を確認し、評価を行った。 

   ※令和２年度においては、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止にした事業で、

評価基準における評定や標語を付すことが適当でないものについては、評価基準の評

定を「評価なし」とする。 
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Ⅱ 評価結果 

 

１ 全体評価 

(1) 評価結果 

中期計画の進捗は順調である 

 

 

 (2) 評価理由 

大項目（４区分）別評価の「第１ 教育に関する目標」及び「第２ 研究に関する

目標」、「第４ 業務運営等に関する目標」については、令和２年度業務実績で年度

計画を上回る取組が多く認められた点などを総合的に勘案し『Ａ 中期計画の進捗は

順調』と判断した。 

また、「第３ 地域貢献に関する目標」については、令和２年度の取組の多くが年

度計画どおりに実施されていることなどを総合的に勘案し『Ｂ 中期計画の進捗は概

ね順調』と判断した。 

以上のことから、大項目別評価の全てが「Ｂ 中期計画の進捗は概ね順調」 以上で

あり、かつ３区分が「Ａ 中期計画の進捗は順調」となっていることに加え、教育研

究組織の見直しに関する基本方針を策定したことなどを総合的に勘案し、(1)の評価

が相当と判断した。 

大項目別評価 

大項目（４区分） 
評価
結果

Ｓ 
 

中期計画
の進捗は
優れて 
順調 

Ａ 
 

中期計画
の進捗は
順調 
 

Ｂ 
 

中期計画
の進捗は
概ね順調

 

Ｃ 
 

中期計画
の進捗は
やや遅れ
ている 

Ｄ 
 

中期計画
の進捗は

遅れている

第１ 教育に関する目標 Ａ  ○   
 

 

第２ 研究に関する目標 Ａ  〇   
 

 

第３ 地域貢献に関する目標 Ｂ   ○  
 

 

第４ 業務運営等に関する目標 Ａ  ○   
 

 

 

 

 (3) 令和２年度の特筆すべき取組 

【第１ 教育に関する目標】 

 ・教育課程への取組 

  コロナ禍による時代の変化を捉え、全学的プロジェクトチームを発足し、教育研究

組織の見直し方針を定め、現行の 4 学科から 3学科への再編を打ち出した。 

・教育環境の整備に関する取組 

 遠隔授業に対応するために、ビデオや書画カメラ等の機材を備えた講義室を早急に整

備したことや、学生のインターネット環境や機器の準備に伴う金銭的負担軽減のた

め、全学生に一律５万円を給付した。 
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・学生支援に関する取組 

 授業が完全オンラインで実施された期間には、全学生を対象に現況確認をし、ほぼす

べての学生から回答を得ている。また、悩みをかかえる学生には職員・医務室職員・

カウンセラーが連携し対応をするなどきめ細やかなケアをした。 

・特色ある教育環境を周知するための取組 

大学説明会や進学相談会、オープンキャンパスはオンラインを活用し積極的に大学の

PR を行い、公立化後２番目に多い出願者を確保した。 

 

【第２ 研究に関する目標】 

・研究の成果発表に関する取組 

 卒業・修了研究展の特設ウェブサイトを新たに制作し、研究成果を同サイトで公

開・蓄積するシステムを構築し、いつでも誰でも閲覧できるようにした。 

    ・教育研究組織の見直しに関する取組 

 コロナ禍による時代の変化により、デザインとテクノロジーの活用、流動的な社会

状況に対応する柔軟な人材や様々な状況に対応できるデザイナーの育成が求められ

ることを踏まえ、教育研究組織の見直しに関する基本方針を策定した。 

 

【第３ 地域貢献に関する目標】 

・地域との連携に関する取組 

 地域協創センターを窓口に企業等からの相談を受け付け、４件の受託研究と３件の

共同研究を実施した。 

・デザイン教育の推進 

 自治体職員や企業、教育機関のみでなく、一般の方を対象としたワークショップも

開催した。 

 

【第４ 業務運営等に関する目標】 

  ・コロナ禍での大学運営 

危機管理対策本部を司令塔に遠隔授業に対応するための施設整備及び対面授業再開

に向けたパーテーション等備品の調達などを早期に行い、職員一丸となって感染防

止対策に取り組んでいる。 

・インフルエンザ予防接種を受けた学生に対し、新たに１人 1,000 円の助成を行い、

前年度に比べて接種率が向上した。 

  ・情報公開の推進 

   パブリシティの活用としてプレスリリースの方法を見直し、コロナ禍においても前

年同様の掲出回数となった。 
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２ 大項目別評価 

第１ 教育に関する目標 

Ａ 中期計画の進捗は順調 

 (1) 評価理由 

事業単位評価の43項目のうち、29項目がｂ評価（年度計画を実施）であったのに加え、13項目がａ

評価（年度計画を上回る）であった。なお、国際交流事業支援奨学金制度の活用による海外留学等の

促進については、評価なしであった。 

指標単位評価の３項目のうち、１項目が年度計画を概ね実施であったのに加え、２項目が年度計画

を上回る評価であった。 

よって、当年度の実績を総合的に勘案すると、Ａ評価（中期計画の進捗は順調）が相当である。 

            

      

 

 

 

 

 

 

事業単位 

評価結果 

評定 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 評価なし

評価の目安 

特に優れる

若しくは顕

著な成果 

上回る 
年度計画を

実施 

下回る若し

くは実施が

不十分 

特に劣る若

しくは実施

せず 

- 

項目数 

43 

 

 

13 

（30％） 

29 

（68％）
 

 

 

1 

（2％） 

        

指標単位 

評価結果 

評定 年度計画

を大幅に

上回る 

年度計画

を上回る 

年度計画

を概ね実

施 

年度計画

を十分に

実施せず

年度計画

を大幅に

下回る 

評価なし

評価の目安 100％超かつ

顕著な成果 
100％超 

80％以上

100％未満

60％以上

80％未満 
60％未満 

- 

項目数 

3 
 

2 

（67％） 

1 

（33％）

 

 

 

 

 

  

 (2)  概況 

○教育の成果、内容に関する目標を達成するための措置 

・コロナ禍による時代の変化により、テクノロジーの発展によるデザイン領域の多様化と拡大が加速す

る認識に基づき、従来のデザイン分野の統合とテクノロジーの活用、流動的な社会状況に対応する柔

軟な人材や様々な状況に対応できるデザイナーの育成が求められることを踏まえ、現行の4学科から3

学科への再編の方向性を打ち出すなど教育研究組織の見直しに関する基本方針を策定した。 

・新型コロナウイルス感染症対策として、進学相談会や大学説明会はオンラインにより開催。大学ホー

ムページやメールマガジンでの告知のほか、全国の高校に案内を送付した結果、毎回100～200人が参

2％

30%

68%

事業単位評価

ａ ｂ 評価なし

67%

33%

指標単位評価

上回る 実施
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加し、個別相談も連日複数名の申し込みがあるなど、コロナ禍であっても工夫をし効果的な広報を行

っている。 

・新たにバーチャルキャンパスツアーシステムを構築し、大学のホームページからキャンバスの様子や

模擬講義、作業動画などをいつでも誰でも閲覧できるようにした。 

・公立化後２番目に多い出願者を確保した。 

・大学院においては、学内外の学生に対して、一人ひとりにきめ細かな対応をした結果、定員を上回る

入学者を確保した。 

・NaDeC構想に基づき、市内高等教育機関の間の単位互換制度対象範囲がこれまでの３大学から４大学

１高専となったことを受け、市内の大学・高専が持つ幅広い分野について、大学の枠にとらわれずに

学生それぞれの興味に応じて授業を受けながら単位が取得できることはとても魅力的なことである

ため、学生が積極的に活用するよう周知を進められたい。 

 

○教育の実施体制に関する目標を達成するための措置 

・遠隔授業に対応するために、ビデオや書画カメラ等の機材を備えた遠隔配信室を整備するなど、講義

室の環境整備を早急に行うことで学生が安心して修学できる体制を整えている。 

・学生のインターネット環境や機器の準備に伴う金銭的負担軽減のため、校友会の助成協力を得て修学

環境整備支援金として令和2年5月に全学生一律5万円を給付した。 

・授業や制作で使用する３ＤＣＧソフトウェアのライセンスをクラウド認証に変更することで、大学外

であってもソフトウェアが利用できるようになった。 

 

○学生への支援に関する目標を達成するための措置 

・授業が完全オンラインで実施された期間には、全学生を対象に現況確認を行い、ほぼすべての学生か

ら回答を得ている。悩みをかかえる学生には親身に個別対応をとるなどきめ細やかなケアをし、学生

が安心して修学できるよう支援している。 

・新入生など新しい環境に慣れず不安や悩みを持つ学生や、在籍者の約７割を占める県外出身学生など

が孤立しないようオンラインによるホームルームを行い、学年を超えたつながりを持つ場を積極的に

提供している。 

・コロナ禍における学生自身や保護者の経済状況の激変に対応するため、令和２年度より新たに始まっ

た高等教育修学支援新制度に基づく授業料等減免や給付奨学金など、各種制度の情報発信を積極的に

行い、適切に制度を活用できるよう支援している。 

・オンラインでのポートフォリオ講座を開催し、紙のポートフォリオ制作に加え、Web ポートフォリオ

やオンライン面接に対応したデジタルポートフォリオの制作にも言及し、前年度と比べ受講者が２倍

に増えた。 

 今後のオンライン面接に対応できるよう多くの学生が受講するよう周知を進められたい。 

 

○国際化に関する目標を達成するための措置 

・国際交流協定締結校へ「長岡芸術工事中 2020」の情報提供を行い、ドイツトリアー応用科学大学の

学生がオンラインのプログラムに参加したことや、韓国漢陽大学のオンラインスプリングスクールに

造形大学生が参加するなど、コロナ禍であっても国際交流協定締結校との連携を継続している。 
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○教育の成果に関する指標 

・進学相談会、説明会をオンライン開催するなど積極的な広報活動を行った結果、志願倍率は年度計画

の目標値（３倍）を上回る5.9倍（志願者765人／募集定員130人（一般））を達成した。 

  ・授業評価アンケートの結果、学生の授業内容満足度は年度計画の目標値（4.0 以上）を上回る 4.41

であった。 

  ・大学院の入学者数については、年度計画の目標値が修士 15人、博士 3 人のところ、修士は計画を上

回る 17 人、博士は計画を下回る 1 人であった。 
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第２ 研究に関する目標 

 

Ａ 中期計画の進捗は順調 

 

 (1) 評価理由 

     事業単位評価の11項目のうち、７項目がｂ評価（年度計画を実施）であったのに加え、４項目が

ａ評価（年度計画を上回る）であった。 

     指標単位評価の４項目のうち、１項目が年度計画を概ね実施であったのに加え、３項目が年度計

画を上回る評価であった。 

当年度の実績を総合的に勘案すると、Ａ評価（中期計画の進捗は順調）が相当である。 

 

       

      

      

      

      

      

 

 

事業単位 

評価結果 

評定 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 評価なし

評価の目安 

特に優れる

若しくは顕

著な成果 

上回る 
年度計画を

実施 

下回る若し

くは実施が

不十分 

特に劣る若

しくは実施

せず 

- 

項目数 

11 

 

 

4 

（36％） 

7 

（64％）
 

 

 

 

        

指標単位 

評価結果 

評定 年度計画

を大幅に

上回る 

年度計画

を上回る 

年度計画

を概ね実

施 

年度計画

を十分に

実施せず

年度計画

を大幅に

下回る 

評価なし

評価の目安 100％超かつ

顕著な成果 
100％超 

80％以上

100％未満

60％以上

80％未満 
60％未満 

- 

項目数 

4 
 

3 

（75％） 

1 

（25％）

 

 

 

 

 

 

 (2)  概況 

○研究内容及び水準に関する目標を達成するための措置 

・企業や学術機関等外部機関との研究活性化を図るため、受託研究規程及び共同研究規程を新たに制定。 

・共同研究については、長岡電気工事協同組合ロゴマークや3Dプリンティング(付加製造技術)に最適化

されたデザインから製品化までのものづくりプロセスの研究などの実績をあげた。 

・特別研究費のこれまでの申請・運用ルールを見直し、新たに取扱要領を定め、デザインの役割や対象

領域の拡大を探求する研究や実用性・実践性の高い研究、複数専門領域の教員等が共同で実施する学

際的な研究など、先進的で質の高い研究について積極的に支援している。 

36%
64%

事業単位評価

ａ ｂ

75%

25%

指標単位評価

上回る 実施
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○研究の成果に関する目標を達成するための措置 

・卒業・修了研究展の特設ウェブサイトを新たに制作し、研究成果を同サイトで公開・蓄積するシス

テムを構築し、いつでも誰でも閲覧できるようにした。 

 

○研究の実施体制に関する目標を達成するための措置 

・地域協創センターを窓口とし、企業等からの相談を受け付け、４件の受託研究と３件の共同研究を実

施した。 

・全学的に実施した地域との連携プロジェクトや授業実績を集約し、印刷物や大学ホームページで情報 

発信を行った。 

 

○教育研究組織の見直しに関する目標を達成するための措置 

・コロナ禍による時代の変化により、デザインとテクノロジーの活用、流動的な社会状況に対応する柔

軟な人材や様々な状況に対応できるデザイナーの育成が求められることを踏まえ、教育研究組織の見

直しに関する基本方針を策定した。 

 

○研究の成果に関する指標の目標値 

・地域貢献に関する研究・プロジェクト数、外部研究資金の申請件数、同資金獲得件数が年度計画を上

回っている。 
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第３ 地域貢献に関する目標 

 

Ｂ 中期計画の進捗は概ね順調 

 

 (1) 評価理由 

    事業単位評価の12項目のうち、９項目がｂ評価（年度計画を実施）であった。なお、市民オープン

キャンパスや市民工房など市民団体が多く参加するイベントや、在学生を対象にした長岡の名所めぐ

りツアー企画などについては中止したため、評価なしであった。 

   指標単位評価では、４項目のうち、１項目が年度計画を大幅に下回るとなったが、２項目が年度計画

を上回る評価であった。なお、市民工房は中止したため、評価なしであった。 

当年度の実績を総合的に勘案すると、Ｂ評価（中期計画の進捗は概ね順調）が相当である。 

 

      

      

      

 

      

      

      

 

事業単位 

評価結果 

評定 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 評価なし

評価の目安 

特に優れる

若しくは顕

著な成果 

上回る 
年度計画を

実施 

下回る若し

くは実施が

不十分 

特に劣る若

しくは実施

せず 

- 

項目数 

12 

 

 
 

9 

（75％）
 

 

 

3 

（25％）

        

指標単位 

評価結果 

評定 年度計画

を大幅に

上回る 

年度計画

を上回る 

年度計画

を概ね実

施 

年度計画

を十分に

実施せず

年度計画

を大幅に

下回る 

評価なし

評価の目安 100％超かつ

顕著な成果 
100％超 

80％以上

100％未満

60％以上

80％未満 
60％未満 

- 

項目数 

4 
 

2 

（50％） 
 

 

 

1 

（25％）

1 

（25％）

 

 (2)  概況 

○地域社会との連携に関する目標を達成するための措置 

・こどもものづくり大学校をオンラインにて開講し、小学生がＺＯＯＭの機能により学生スタッフと小

学生が交流した。 

・まちなかキャンパス長岡の運営協議会委員に３人、講師に６人の専任教員と学生委員に２人を派遣し

講座の運営に参加することで、大学への理解の促進に取り組んでいる。 

 

25％

75%

事業単位評価

ｂ 評価なし

50%

25%

25%

指標単位評価

上回る 大幅に下回る 評価なし
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〇産業振興に関する目標を達成するための措置 

・自治体職員や企業、教育機関等を対象にしたデザインプロセスワークショップや、一般の方を対象に

オンラインでのワークショップを開催し、地域の人材育成に寄与している。 

○若者の長岡への定着に関する目標を達成するための措置 

・長岡市内枠の定義を定住自立圏（小千谷市、見附市、出雲崎町）に拡大し、優先枠定員を従来の２倍

とした。 

・在籍者の約７割が県外出身者であるため、長岡の歴史や産業について学ぶ機会を設けることは長岡を

知ってもらう良い機会になる。学生の目線で見つけた長岡の魅力を取材し在学生に情報発信するなど

次年度以降積極的に取り組まれたい。 

 

○地域貢献の成果に関する指標 

・地域貢献に関する研究・プロジェクト数、マスメディアによるパブリシティ回数は年度計画を上回っ

ている。 

・小中高生を対象とした大学主催の講座受講者数は、新型コロナウイルスの影響を受け大幅に下回った。 
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第４ 業務運営等に関する目標 

 

Ａ 中期計画の進捗は順調 

 

 (1) 評価理由 

    30項目のうち、24項目でｂ評価（年度計画を実施）であったのに加え、５項目がａ評価（年度計画

を上回る）であった。 

当年度の実績を総合的に勘案すると、Ａ評価（中期計画の進捗は順調）が相当である。 

      

      

 

 

      

      

      

      

 

 

事業単位 

評価結果 

評定 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 評価なし

評価の目安 

特に優れる

若しくは顕

著な成果 

上回る 
年度計画を

実施 

下回る若し

くは実施が

不十分 

特に劣る若

しくは実施

せず 

- 

項目数 

30 

 

 

5 

(16.7%) 

24 

（80％）
 

 

 

1 

（3.3％）

 

 (2)  概況 

・コロナ禍での大学運営は、オンライン授業に対応するために講義室への機器の整備や、パーテーシ

ョン設置、感染者発生時の対応等、例年にはない業務が多くあったが、危機管理対策本部を司令塔

に職員が一丸となって対応している。 

・コロナ禍により学生の修学機会の確保と感染防止のバランスをとることが難しいなか、新しい生活

様式に沿った感染防止策を確実に実施し、加えて県内の感染状況を注視しながら対面授業を再開し

ている。 

・インフルエンザ予防接種を受けた学生に１人 1,000 円の助成を始め、前年度に比べて接種率が向上

した。 

 

16.7％

80%

3.3%

事業単位評価

ａ ｂ 評価なし
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14



15



16



17



18



19



20



21



22



23



24



25



26



27



28



29



30



31



32



33



34



35



36



37



 Ⅲ
 

参
考

資
料

 

 

１
 

公
立

大
学

法
人

長
岡

造
形

大
学

第
 

２
期

中
期

目
標

（
令

和
２

年
度

～
令

和
７

年
度

）
 

 前
文

 

長
岡

造
形

大
学

は
、

平
成

６
年

の
開

学
以

来
、

新
し

い
時

代
・
社

会
を

担
う

人
材

の
養

成
と

、
地

域
社

会
と

協
力

し
な

が
ら

、
地

域
課

題
の

解
決

や
地

域
資

源
の

発
掘

な
ど

に
取

り
組

ん
で

き
た

。
 

人
口

減
少

を
は

じ
め

と
す

る
様

々
な

問
題

や
人

工
知

能
に

代
表

さ
れ

る
科

学
技

術
の

進
歩

に
よ

り
、

社
会

は
あ

ら
ゆ

る
分

野
で

転
換

期
を

迎
え

よ
う

と
し

て
い

る
。

こ
の

よ
う

な
な

か
、

豊
か

な
感

性
と

確
か

な
表

現
力

に
よ

っ
て

思
い

を
形

創
る

「
造

形
・表

現
」と

し
て

の
デ

ザ
イ

ン
と

と
も

に
、

総
合

的
な

幅
広

い
視

野
と

深
い

洞
察

力
で

社
会

が
抱

え
る

問
題

の
本

質
を

と
ら

え
、

構
想

と
試

行
検

証
を

経
て

解
決

策
を

提
示

す
る

「
問

題
発

見
・
解

決
プ

ロ
セ

ス
」
と

し
て

の
デ

ザ
イ

ン
を

探
求

し
、

人
々

の
生

活
や

産
業

に
新

た
な

価
値

を
創

り
出

す
こ

と
の

で

き
る

創
造

的
人

材
の

養
成

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
 

そ
し

て
、

「
造

形
を

通
し

て
真

の
人

間
的

豊
か

さ
を

探
求

し
、

こ
れ

を
社

会
に

還
元

す
る

こ
と

の
で

き
る

創
造

力
を

備
え

た
人

材
を

養
成

す
る

」
と

い
う

建
学

の
理

念
を

体
現

し
、

地

域
は

も
と

よ
り

、
我

が
国

及
び

世
界

の
発

展
に

貢
献

す
る

人
材

を
輩

出
し

て
い

く
こ

と
は

、

「米
百

俵
の

精
神

」を
大

切
に

す
る

長
岡

市
民

の
願

い
で

あ
る

。
 

長
岡

市
は

、
公

立
大

学
法

人
長

岡
造

形
大

学
が

、
自

律
的

、
弾

力
的

、
効

率
的

な
大

学
運

営
を

行
い

、
公

立
大

学
の

使
命

で
あ

る
地

域
貢

献
活

動
に

力
点

を
置

き
な

が
ら

、
市

民
に

支
持

さ
れ

る
魅

力
あ

る
大

学
と

し
て

成
長

し
て

い
く

た
め

に
、

次
の

点
を

基
本

に
中

期

目
標

を
定

め
る

。
 

  １
 

地
域

社
会

を
実

践
的

な
学

び
の

場
と

し
つ

つ
、

デ
ザ

イ
ン

に
関

す
る

知
識

、
感

性
、

技

術
・技

能
に

加
え

て
、

も
の

ご
と

に
対

す
る

幅
広

い
視

野
を

養
い

、
「造

形
・表

現
」と

し
て

の

デ
ザ

イ
ン

力
と

、
「
問

題
発

見
・
解

決
プ

ロ
セ

ス
」
と

し
て

の
デ

ザ
イ

ン
力

を
身

に
付

け
、

人

間
的

に
豊

か
な

社
会

の
実

現
に

貢
献

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

こ
と

。
 

 

２
 

時
代

や
社

会
の

要
請

に
応

え
る

実
用

的
か

つ
実

践
的

な
研

究
を

地
域

社
会

と
協

働
で

進
め

る
と

と
も

に
、

高
度

な
専

門
性

に
基

づ
く

デ
ザ

イ
ン

の
知

識
と

技
術

の
向

上
と

デ
ザ

イ

ン
の

役
割

や
対

象
領

域
の

拡
大

を
幅

広
く

探
求

す
る

こ
と

。
 

 
 

３
 

市
民

、
企

業
、

教
育

機
関

、
自

治
体

と
の

連
携

を
強

化
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

特
長

を
生

か

し
な

が
ら

協
働

し
て

、
デ

ザ
イ

ン
を

通
じ

地
域

課
題

の
解

決
や

新
た

な
地

域
価

値
の

創
造

に
貢

献
す

る
こ

と
。

さ
ら

に
、

そ
の

プ
ロ

セ
ス

や
成

果
は

地
域

に
と

ど
ま

ら
ず

、
広

く
我

が
国

及
び

世
界

に
発

信
し

波
及

さ
せ

る
こ

と
。

 

 ４
 

大
学

を
取

り
巻

く
社

会
情

勢
の

変
化

に
迅

速
か

つ
的

確
に

対
応

で
き

る
運

営
体

制
を

確
立

す
る

た
め

、
公

立
大

学
法

人
制

度
の

特
性

を
生

か
し

民
間

的
手

法
を

取
り

入
れ

な
が

ら
、

健
全

で
効

率
的

な
大

学
運

営
を

行
う

こ
と

。
 

 第
１

 
中

期
目

標
の

期
間

及
び

教
育

研
究

上
の

基
本

組
織

 

 
１

 
中
期

目
標
の

期
間
 

 
 

 
 

 
令

和
２
年

４
月

１
日

か
ら

令
和

８
年

３
月

３
１
日

ま
で

と
す

る
。

 

 
 ２

 
教

育
研

究
上
の

基
本
組
織

 

こ
の

中
期

目
標

を
達

成
す

る
た

め
、

次
の

と
お

り
教

育
研

究
上

の
基

本
組

織
を

置

く
。

 

学
部

 
造

形
学

部
 

大
学

院
研

究
科

 
造

形
研

究
科

 

研
究

機
関

 
地

域
協

創
セ

ン
タ

ー
 

  

38



 第
２

 
教

育
に

関
す

る
目

標
 

 
１

 
教

育
の

成
果
、

内
容
に

関
す

る
目

標
 

（１
）学

士
課

程
に

お
け

る
教

育
 

社
会

の
要

請
を

的
確

に
認

識
し

、
様

々
な

問
題

に
対

し
て

創
造

的
な

解
決

策
を

提

示
す

る
た

め
に

必
要

な
構

想
力

と
造

形
力

を
備

え
た

人
材

を
養

成
す

る
。

 

 

（２
）大

学
院

課
程

に
お

け
る

教
育

 

デ
ザ

イ
ン

の
対

象
領

域
の

拡
大

に
対

応
し

つ
つ

、
深

く
理

論
と

応
用

を
学

び
、

新
た

な
価

値
を

創
造

す
る

た
め

に
必

要
な

高
度

な
専

門
性

や
深

い
洞

察
力

、
企

画
・
調

整

力
を

備
え

た
人

材
を

養
成

す
る

。
 

 

（３
）入

学
者

受
入

方
針

 

建
学

の
理

念
及

び
教

育
目

標
の

実
現

に
向

け
て

、
目

的
意

識
や

向
学

心
が

高
く

、

優
れ

た
資

質
を

有
す

る
人

材
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

る
。

 

 

（
４

）
教

育
課

程
 

 
 

 
 
各

専
門

分
野

の
特

性
、

学
士

課
程

と
大

学
院

課
程

の
連

続
性

等
に

留
意

し
つ

つ
、

「
造

形
・
表

現
」
と

し
て

の
デ

ザ
イ

ン
と

「
問

題
発

見
・
解

決
プ

ロ
セ

ス
」
と

し
て

の
デ

ザ
イ

ン
を

体
系

的
に

学
ぶ

た
め

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

編
成

す
る

。
 

 
 

 
 

（
５

）
教

育
方

法
 

 
 

 
 
学

内
に

と
ど

ま
ら

ず
、

実
践

経
験

を
通

じ
て

構
想

力
、

造
形

力
を

身
に

付
け

る
地

域

社
会

と
密

着
し

た
デ

ザ
イ

ン
教

育
や

学
生

の
主

体
的

な
学

修
を

重
視

し
た

教
育

に
力

点
を

置
い

て
取

り
組

む
。

ま
た

、
よ

り
高

い
教

育
成

果
を

目
指

し
て

、
授

業
形

態
、

指
導

方
法

を
不

断
に

見
直

す
。

 

 

（
６

）
成

績
評

価
 

教
育

の
質

及
び

公
正

な
評

価
を

確
保

す
る

た
め

、
学

位
授

与
基

準
と

成
績

評
価

基

準
を

厳
格

に
運

用
す

る
。

 

 

２
 

教
育
の

実
施
体

制
に
関
す

る
目

標
 

（１
）教

員
の

適
切

な
配

置
と

教
育

力
の

向
上

 

 
 

 
質

が
高

く
、

き
め

細
や

か
な

教
育

を
実

現
す

る
た

め
、

専
門

性
や

企
画

・
調

整
力

の

高
い

教
員

を
適

切
に

配
置

す
る

。
ま

た
、

教
員

の
教

育
力

の
向

上
を

図
る

た
め

の
組

織

的
な

取
り

組
み

を
推

進
す

る
。

 

 
 （２

）教
育

環
境

の
整

備
 

 
 

 
教

育
内

容
の

変
化

や
技

術
の

進
展

に
対

応
し

、
費

用
対

効
果

に
留

意
し

つ
つ

、
施

設
設

備
な

ど
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
。

ま
た

、
経

年
に

よ
る

機
能

低
下

に
対

応
し

、

適
切

な
維

持
管

理
・更

新
に

取
り

組
む

。
 

  
（
３

）教
育

活
動

の
評

価
及

び
改

善
 

教
育

活
動

に
つ

い
て

、
学

生
授

業
評

価
等

を
踏

ま
え

た
内

部
検

証
を

行
う

と
と

も
に

、

外
部

に
よ

る
客

観
的

な
評

価
を

実
施

し
、

そ
れ

ら
の

結
果

を
教

育
活

動
に

反
映

さ
せ

改

善
を

図
る

。
 

 
 

  
（
４

）教
育

研
究

組
織

の
見

直
し

 

時
代

の
変

化
に

対
応

し
つ

つ
常

に
デ

ザ
イ

ン
に

対
す

る
社

会
の

要
請

や
学

修
需

要
に

的
確

に
応

え
て

い
く

と
の

観
点

か
ら

、
不

断
に

教
育

研
究

組
織

の
在

り
方

を
検

証

し
、

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

て
適

切
に

見
直

し
を

行
う

。
 

 
 

３
 

学
生
へ

の
支
援

に
関
す
る

目
標
 

 
（
１

）修
学

・生
活

支
援

 
 

学
内

外
で

の
学

生
の

活
動

状
況

に
目

配
り

し
、

学
生

が
安

心
し

て
充

実
し

た
生

活

を
送

れ
る

よ
う

、
心

身
の

健
康

管
理

、
生

活
相

談
な

ど
を

行
う

と
と

も
に

、
学

習
意

欲
の

維
持

・向
上

や
困

難
の

解
消

に
向

け
た

き
め

細
や

か
な

修
学

支
援

を
行

う
。

 

 
 

 
 

（２
）就

職
・進

学
等

支
援

 

学
生

が
適

切
に

進
路

選
択

を
行

え
る

よ
う

、
低

学
年

次
か

ら
キ

ャ
リ
ア

形
成

教
育

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

個
々

の
状

況
に

即
し

た
情

報
提

供
や

助
言

な
ど

充
実

し
た

就
職

・
進
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学
支

援
等

を
行

う
。

 

 

４
 

国
際
化

に
関
す

る
目
標
 

国
際

的
な

視
野

を
持

つ
人

材
や

海
外

で
活

躍
す

る
こ

と
の

で
き

る
人

材
の

育
成

を

図
る

た
め

、
国

際
交

流
協

定
締

結
校

と
の

間
で

の
交

換
留

学
等

の
相

互
交

流
や

、
国

際
的

な
発

表
の

場
へ

の
積

極
的

な
参

加
を

推
進

す
る

。
ま

た
、

広
く

留
学

生
の

受
入

れ
を

進
め

る
。

 

  第
３

 
研

究
に

関
す

る
目

標
 

１
 

研
究
の

内
容
及

び
水
準
に

関
す

る
目

標
 

 
 

 
「
造

形
・
表

現
」
及

び
「
問

題
発

見
・
解

決
プ

ロ
セ

ス
」
の

両
面

に
お

い
て

、
デ

ザ
イ

ン

の
質

の
向

上
と

可
能

性
の

拡
大

を
幅

広
く

探
求

す
る

と
と

も
に

、
時

代
や

社
会

の
要

請

に
応

え
る

実
用

的
か

つ
実

践
的

な
研

究
を

進
め

る
。

 

 
 

 
２

 
研

究
の

成
果
に

関
す
る

目
標
 

 
 

 
 
研

究
成

果
の

有
効

活
用

を
図

る
た

め
、

蓄
積

さ
れ

た
教

員
・
学

生
の

研
究

成
果

を

体
系

的
に

整
理

し
、

幅
広

く
公

開
す

る
。

 

 

３
 

研
究
の

実
施
体

制
に
関
す

る
目

標
 

研
究

力
の

深
化

を
図

る
た

め
、

地
域

の
企

業
、

高
等

教
育

機
関

、
自

治
体

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
等

と
の

連
携

を
強

化
し

、
そ

の
研

究
成

果
を

発
信

す
る

こ
と

に
よ

り
、

様
々

な
研

究
課

題
に

取
り

組
む

た
め

の
体

制
や

、
外

部
か

ら
の

支
援

・
協

力
を

得
る

こ
と

が
可

能

な
研

究
実

施
体

制
を

構
築

す
る

。
ま

た
、

学
内

に
と

ど
ま

ら
ず

、
ま

ち
な

か
で

の
実

践

的
な

研
究

が
実

施
で

き
る

よ
う
、

環
境

を
整

備
す

る
。

 

 
 

 

 
４

 
教

育
研

究
組
織

の
見
直

し
に

関
す

る
目
標
 

時
代

の
変

化
に

対
応

し
つ

つ
常

に
デ

ザ
イ

ン
に

対
す

る
社

会
の

要
請

や
学

修
需

要
に

的
確

に
応

え
て

い
く

と
の

観
点

か
ら

、
不

断
に

教
育

研
究

組
織

の
在

り
方

を
検

証

し
、

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

て
適

切
に

見
直

し
を

行
う

。
[再

掲
] 

  第
４

 
地

域
貢

献
に

関
す

る
目

標
 

１
 

地
域
社

会
と
の

連
携
に
関

す
る

目
標
 

地
域

社
会

と
協

働
し

、
デ

ザ
イ

ン
を

通
じ

た
地

域
課

題
の

解
決

や
新

た
な

地
域

価

値
の

創
造

を
目

指
す

。
ま

た
、

子
ど

も
か

ら
大

人
ま

で
生

涯
に

わ
た

る
学

習
機

会
を

提
供

し
、

文
化

活
動

の
振

興
に

貢
献

す
る

。
 

 

２
 

産
業
振

興
に
関

す
る
目
標

 

企
業

、
自

治
体

、
教

育
機

関
、

金
融

機
関

等
と

連
携

し
、

研
究

成
果

や
人

的
資

源

を
生

か
し

て
事

業
支

援
を

行
う
こ

と
で

、
地

域
の

産
業

振
興

に
貢

献
す

る
。

 

 

３
 

若
者
の

長
岡
へ

の
定
着
に

関
す

る
目

標
 

市
内

在
住

の
高

校
生

及
び

市
内

高
校

出
身

者
の

積
極

的
な

受
入

れ
を

図
る

。
ま

た
、

卒
業

後
に

お
け

る
長

岡
へ

の
定

着
促

進
に

も
資

す
る

よ
う

、
市

内
企

業
及

び
自

治
体

と
連

携
し

た
学

生
及

び
卒

業
生

に
対

す
る

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

に
取

り
組

む
。

 

 
 

 第
５

 
業

務
運

営
等

に
関

す
る

目
標

 

１
 

業
務
運

営
の
改

善
に
関
す

る
目

標
 

（１
）運

営
体

制
の

改
善

 

 
 

 
 

 
公

立
大

学
法

人
制

度
の

特
性

を
生

か
し

た
自

律
的

、
弾

力
的

、
効

率
的

な
大

学

運
営

を
行

う
。

 

 

 
（
２

）適
正

な
人

事
の

実
施

 

 
 

 
 

 
職

員
の

意
欲

を
高

め
つ

つ
、

教
育

研
究

活
動

や
業

務
運

営
の

質
的

向
上

等
を

図
る

た
め

、
評

価
制

度
を

不
断

に
見

直
し

つ
つ

、
適

正
な

人
事

を
行

う
。

 

 
 

 
 

 

（３
）事

務
の

効
率

化
及

び
合

理
化

 

 
 

 
 

 
事

務
職

員
の

資
質

と
能

力
を

高
め

る
と

と
も

に
、

事
務

処
理

の
効

率
化

及
び

合
理
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化
に

取
り

組
む

。
 

  
２

 
財
務

内
容
の

改
善
に
関

す
る

目
標
 

 
 
 
（
１

）経
営

の
安

定
化

に
向

け
た

自
己

収
入

の
確

保
 

学
生

納
付

金
に

よ
る

収
入

に
つ

い
て

は
、

適
切

な
金

額
設

定
に

よ
り

、
安

定
し

た

収
入

の
確

保
に

努
め

る
。

ま
た

、
競

争
的

研
究

資
金

、
受

託
研

究
、

共
同

研
究

、
寄

付
金

、
受

講
料

等
の

外
部

資
金

の
獲

得
に

積
極

的
に

取
り

組
む

。
 

 
 

 
 （２

）予
算

の
効

率
的

な
執

行
 

 
 

 
 

教
育

研
究

の
水

準
の

維
持

向
上

に
配

慮
し

な
が

ら
、

業
務

運
営

の
徹

底
し

た
効

率

化
と

合
理

化
に

よ
り

経
費

節
減

に
努

め
る

。
 

 

（３
）資

産
の

適
正

な
運

用
管

理
 

 
 

 
 

所
有

す
る

資
産

に
つ

い
て

、
常

に
正

確
に

状
況

を
把

握
す

る
と

と
も

に
、

効
果

的
な

活
用

方
法

を
検

討
し

、
適

正
な

運
用

管
理

を
行

う
。

 

 
 

 
 

 

 
３

 
自
己

点
検
・

評
価
及
び

情
報

公
開

の
推
進

に
関
す
る

目
標
 

 
（
１

）自
己

点
検

・評
価

 

教
育

研
究

及
び

業
務

運
営

の
改

善
に

資
す

る
た

め
、

自
己

点
検

・
評

価
の

定
期

的
な

実
施

と
と

も
に

、
第

三
者

機
関

に
よ

る
外

部
評

価
を

受
け

、
結

果
を

公
表

す
る

。
 

  
 
 
（
２

）情
報

公
開

の
推

進
 

 
 

 
 
 
社

会
に

対
す

る
説

明
責

任
を

果
た

す
と

と
も

に
、

広
く

大
学

へ
の

理
解

と
支

持
を

得
る

た
め

、
教

育
研

究
活

動
、

地
域

貢
献

活
動

及
び

運
営

状
況

に
つ

い
て

積
極

的

な
情

報
発

信
に

取
り

組
む

。
 

 
 

 

４
 

そ
の
他

業
務
運

営
に
関
す

る
目

標
 

（１
）社

会
的

責
任

を
果

た
す

た
め

の
取

り
組

み
 

 
 

 
公

立
大

学
法

人
と

し
て

の
社

会
的

責
任

を
果

た
す

た
め

、
法

令
遵

守
の

徹
底

や
環

境
配

慮
の

実
践

等
に

組
織

的
に

取
り

組
む

。
 

 

（２
）施

設
設

備
の

整
備

、
活

用
 

 
 

 
 
 
教

育
内

容
の

変
化

や
技

術
の

進
展

に
対

応
し

、
費

用
対

効
果

に
留

意
し

つ
つ

、

施
設

設
備

な
ど

教
育

環
境

の
充

実
を

図
る

。
ま

た
、

経
年

に
よ

る
機

能
低

下
に

対
応

し
、

適
切

な
維

持
管

理
・更

新
に

取
り

組
む

。
[再

掲
] 

ま
た

、
施

設
設

備
の

有
効

活
用

を
図

る
。

 

 

（３
）安

全
管

理
 

学
内

の
安

全
衛

生
管

理
の

向
上

に
努

め
る

と
と

も
に

、
様

々
な

リ
ス

ク
を

想
定

し
て

危
機

管
理

に
取

り
組

む
。
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  Ⅲ
 

参
考

資
料

 

 

２
 

公
立

大
学

法
人

長
岡

造
形

大
学

 
各

事
業

年
度

の
業

務
実

績
評

価
（年

度
評

価
）
実

施
要

領
 

 １
 

趣
旨

 

こ
の

要
領

は
、

地
方

独
立

行
政

法
人

法
第

7
8

条
の

２
の

規
定

及
び

当
該

規
定

に
基

づ
き

定
め

ら
れ

た
市

規
則

（公
立

大
学

法
人

長
岡

造
形

大
学

の
業

務
運

営
並

び
に

財

務
及

び
会

計
に

関
す

る
規

則
）
に

基
づ

き
、

長
岡

市
公

立
大

学
法

人
評

価
委

員
会

（以

下
「評

価
委

員
会

」と
い

う
。

）が
行

う
公

立
大

学
法

人
長

岡
造

形
大

学
（以

下
「法

人
」と

い
う

。
）の

各
事

業
年

度
の

業
務

実
績

に
関

す
る

評
価

（以
下

「年
度

評
価

」と
い

う
。

）を

適
切

に
行

う
た

め
、

評
価

の
実

施
に

関
し

て
必

要
な

事
項

を
定

め
る

も
の

で
あ

る
。

 

 ２
 

評
価

の
目

的
 

 
 

 
年

度
評

価
は

、
法

人
の

業
務

運
営

の
自

主
的

か
つ

継
続

的
な

見
直

し
・改

善
を

促

し
、

法
人

の
業

務
の

質
的

向
上

、
業

務
運

営
の

効
率

化
、

透
明

性
の

確
保

に
資

す
る

こ

と
を

目
的

と
し

て
行

う
。

 

 
 

３
 

評
価

の
基

本
方

針
 

 
 

 
年

度
評

価
は

、
法

人
の

中
期

目
標

の
達

成
に

向
け

た
中

期
計

画
の

進
捗

状
況

を
確

認
す

る
観

点
か

ら
行

い
、

評
価

に
当

た
っ

て
は

、
総

合
的

か
つ

効
率

的
に

行
う

こ
と

と
す

る
。

 

 
 

 
な

お
、

評
価

の
際

は
、

法
人

の
教

育
研

究
の

特
性

や
業

務
運

営
の

自
主

性
・自

律

性
に

配
慮

す
る

と
と

も
に

、
評

価
を

通
じ

て
、

法
人

の
中

期
目

標
の

達
成

に
向

け
た

取

組
状

況
を

市
民

に
分

か
り

や
す

く
示

す
よ

う
努

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 ４
 

年
度

評
価

の
実

施
時

期
 

 
 

 
年

度
評

価
は

、
当

該
事

業
年

度
終

了
後

、
概

ね
５

月
以

内
に

実
施

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 ５
 

年
度

評
価

の
実

施
方

法
 

 
(1

) 
評

価
手

法
 

 
 

 
 
年

度
評

価
は

、
そ

の
目

的
を

効
率

的
か

つ
効

果
的

に
達

成
す

る
た

め
、

法
人

が
そ

の
業

務
実

績
に

基
づ

い
て

行
う

自
己

評
価

結
果

を
踏

ま
え

、
項

目
別

に
評

価
の

う
え

、

中
期

計
画

の
進

捗
状

況
に

つ
い

て
総

合
的

な
評

価
（全

体
評

価
）を

行
う

。
 

  
(2

) 
評

価
項

目
 

 
 

 
 
評

価
項

目
に

つ
い

て
は

、
別

表
１

の
と

お
り

と
す

る
。

 

  
(3

) 
評

価
基

準
 

 
 

 
 
評

価
に

あ
た

っ
て

は
、

別
表

２
の

取
扱

い
を

基
本

に
、

取
組

状
況

や
計

画
の

難
易

度
、

外
的

要
因

等
、

そ
れ

ぞ
れ

の
状

況
を

総
合

的
に

勘
案

し
て

評
価

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 
(4

) 
評

価
の

手
順

 

 
 

①
 

項
目

別
評

価
 

 
 

 
ア

 
法

人
に

よ
る

実
績

報
告

・
自

己
評

価
 

 
 

 
 

 
法

人
は

、
年

度
計

画
記

載
事

項
ご

と
（事

業
単

位
）及

び
評

価
指

標
ご

と
（
指

標

単
位

）の
業

務
実

績
（年

度
計

画
に

お
け

る
各

事
業

の
実

施
状

況
及

び
事

業
の

成

果
に

関
す

る
指

標
の

達
成

度
）を

取
り

ま
と

め
、

(3
)に

定
め

る
評

価
基

準
に

沿
っ

て

自
己

評
価

を
行

っ
た

う
え

、
業

務
実

績
報

告
書

を
作

成
し

、
評

価
の

実
施

時
期

の

属
す

る
年

度
の

６
月

末
日

ま
で

に
評

価
委

員
会

に
提

出
す

る
。

 

 
 

 
 イ

 
評

価
委

員
会

に
よ

る
検

証
・評

価
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（ア
） 

法
人

の
自

己
評

価
結

果
の

検
証

・評
価

 

 
 

 
 

 
評

価
委

員
会

は
、

法
人

か
ら

提
出

さ
れ

た
業

務
実

績
報

告
書

に
つ

い
て

、
法

人

関
係

者
か

ら
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
等

よ
っ

て
検

証
の

う
え

、
事

業
単

位
及

び
指

標
単

位
で

(3
)に

定
め

る
評

価
基

準
に

沿
っ

て
評

価
す

る
。

 

 
 

 
 

 
な

お
、

評
価

委
員

会
は

、
検

証
・
評

価
を

行
う
う

え
で

必
要

が
あ

る
場

合
、

法
人

に

対
し

て
資

料
の

追
加

提
出

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

 

 

（イ
） 

大
項

目
別

評
価

 

 
 

 
 

 
評

価
委

員
会

は
、

事
業

単
位

及
び

指
標

単
位

評
価

の
結

果
を

踏
ま

え
、

別
表

１

に
定

め
る

大
項

目
ご

と
に

、
(3

)に
定

め
る

評
価

基
準

に
沿

っ
て

、
中

期
計

画
の

進
捗

状
況

を
総

合
的

に
勘

案
し

て
評

価
す

る
。

 

  
 

②
 

全
体

評
価

 

評
価

委
員

会
は

、
項

目
別

評
価

の
結

果
を

踏
ま

え
、

中
期

目
標

の
達

成
に

向
け

た
中

期
計

画
全

体
の

進
捗

状
況

を
総

合
的

に
勘

案
し

て
評

価
す

る
。

 

 

(5
) 

評
価

書
の

作
成

 

 
 

①
 

評
価

書
原

案
の

作
成

及
び

法
人

か
ら

の
意

見
の

聴
取

 

 
 

 
 

 
評

価
委

員
会

は
、

評
価

の
透

明
性

・正
確

性
を

確
保

す
る

た
め

、
(4

)に
定

め
る

手

順
に

よ
っ

て
評

価
し

た
結

果
を

と
り

ま
と

め
、

評
価

書
原

案
を

作
成

し
、

法
人

に
提

示

す
る

。
 

 
 

 
 

 

法
人

は
、

評
価

書
原

案
に

対
す

る
意

見
を

書
面

に
よ

り
評

価
委

員
会

に
申

し
出

る

も
の

と
す

る
。

 

 

②
 

評
価

書
の

確
定

 

 
 

 
 

 
評

価
委

員
会

は
、

評
価

書
原

案
に

対
す

る
法

人
か

ら
の

意
見

を
踏

ま
え

、
必

要

に
応

じ
て

法
人

関
係

者
の

説
明

を
受

け
た

後
、

当
該

意
見

の
適

否
を

審
議

し
、

当
該

案
に

修
正

を
加

え
る

等
に

よ
り

評
価

書
を

確
定

す
る

。
 

 ６
 

評
価

結
果

の
取

扱
い

 

 
(1

) 
評

価
結

果
の

通
知

及
び

公
表

 

評
価

委
員

会
は

、
評

価
書

を
作

成
し

た
と

き
は

、
遅

滞
な

く
当

該
評

価
書

を
法

人
及

び
長

岡
市

長
に

送
付

す
る

と
と

も
に

、
長

岡
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

公
表

す
る

。
 

  
(2

) 
評

価
結

果
の

活
用

・反
映

 

 
 

 
 
法

人
は

、
評

価
結

果
を

自
ら

の
業

務
運

営
等

の
見

直
し

ま
た

は
改

善
に

活
用

・反

映
さ

せ
て

い
く

も
の

と
す

る
。

 

 
 
 
 
 
な

お
、

評
価

委
員

会
は

、
評

価
に

際
し

て
、

過
去

の
評

価
結

果
が

法
人

の
業

務
運

営
に

活
用

・反
映

さ
れ

て
い

る
か

確
認

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 ７
 

評
価

方
法

の
継

続
的

な
見

直
し

 

 
 

 
こ

の
要

領
に

つ
い

て
は

、
年

度
評

価
の

実
施

状
況

等
を

踏
ま

え
、

必
要

に
応

じ
て

見

直
す

も
の

と
す

る
。

 

 ８
 

そ
の

他
 

 
 

 
 
こ

の
要

領
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

、
評

価
の

実
施

に
必

要
な

事
項

は
、

評
価

委
員

会
が

別
に

定
め

る
。
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  別
表

1：
年

度
評

価
に

お
け

る
評

価
項

目
 

評
価

区
分

 
評

価
の

対
象

、
内

容
等

 

項 目 別 評 価 

事
業

単
位

評
価

 

年
度

計
画

の
第

1
か

ら
第

4
の

最
小

項
目

と
し

て
記

載
さ

れ
て

い
る

各
事

項
の

達
成

状
況

 

※
第

5
か

ら
第

9
に

係
る

実
績

に
つ

い
て

は
、

全
体

評
価

の
際

に
参

考
情

報
と

し
て

用
い

る
。

 

指
標

単
位

評
価

 
年

度
計

画
の

各
数

値
目

標
の

達
成

状
況

 

大
項

目
別

評
価

 

事
業

単
位

評
価

及
び

指
標

単
位

評
価

を
踏

ま
え

た
、

中
期

計
画

に
お

け

る
4

つ
の

大
項

目
ご

と
の

進
捗

状
況

 

 第
１

 
教

育
に

関
す

る
目

標
 

第
２

 
研

究
に

関
す

る
目

標
 

第
３

 
地

域
貢

献
に

関
す

る
目

標
 

第
４

 
業

務
運

営
等

に
関

す
る

目
標

 

 

全
体

評
価

 
項

目
別

評
価

を
踏

ま
え

た
中

期
計

画
全

体
の

進
捗

状
況

 

             

別
表

2：
年

度
評

価
に

お
け

る
評

価
基

準
 

評
価

区
分

 
評

定
 

標
語

 
評

価
の

目
安

 

項 目 別 評 価 

事 業 単 位 評 価 

ｓ 
年

度
計

画
を

大
幅

に
上

回
る

 
特

に
優

れ
る

若
し

く
は

顕
著

な
成

果
 

ａ
 

年
度

計
画

を
上

回
る

 
上

回
る

 

ｂ
 

年
度

計
画

を
概

ね
実

施
 

実
施

 

ｃ
 

年
度

計
画

を
十

分
に

実
施

せ
ず

 
下

回
る

も
し

く
は

実
施

が
不

十
分

 

ｄ
 

年
度

計
画

を
大

幅
に

下
回

る
 

特
に

劣
る

も
し

く
は

実
施

せ
ず

 

指 標 単 位 評 価 

年
度

計
画

を
大

幅
に

上
回

る
 

達
成

率
1
0
0
%
超

か
つ

顕
著

な
成

果
 

年
度

計
画

を
上

回
る

 
達

成
率

1
0
0
%
超

 

年
度

計
画

を
概

ね
実

施
 

達
成

率
8
0
%
以

上
1
0
0
%
以

下
 

年
度

計
画

を
十

分
に

実
施

せ
ず

 
達

成
率

6
0
%
以

上
8
0
%
未

満
 

年
度

計
画

を
大

幅
に

下
回

る
 

達
成

率
6
0
%
未

満
 

大 項 目 別 評 価 

Ｓ
 

中
期

計
画

の
進

捗
は

優
れ

て
順

調
 

大
項

目
別

（
4

区
分

）
に

、
中

期
計

画

の
進

捗
状

況
に

つ
い

て
、

事
業

単
位

評
価

及
び

指
標

単
位

評
価

か
ら

総
合

的
に

勘
案

し
、

評
価

 

Ａ
 

中
期

計
画

の
進

捗
は

順
調

 

Ｂ
 

中
期

計
画

の
進

捗
は

概
ね

順
調

 

Ｃ
 

中
期

計
画

の
進

捗
は

や
や

遅
れ

て
い

る
 

Ｄ
 

中
期

計
画

の
進

捗
は

遅
れ

て
い

る
 

全
体

評

価
 

中
期

計
画

の
進

捗
は

優
れ

て
順

調
 

中
期

計
画

全
体

の
進

捗
状

況
に

つ

い
て

、
項

目
別

評
価

か
ら

総
合

的
に

勘
案

し
、

評
価

 

中
期

計
画

の
進

捗
は

順
調

 

中
期

計
画

の
進

捗
は

概
ね

順
調

 

中
期

計
画

の
進

捗
は

や
や

遅
れ

て
い

る
 

中
期

計
画

の
進

捗
は

遅
れ

て
い

る
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